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mPSL投与群に IL-1/3, PDGF-A mRNA発現の抑制が





6. Association of apolipoprotein E polymorphism, 
lipid metabolism and insulin resistance in Japanese 
















average effectは c:4 alleleのみで TG値を増加させ
たO 一方日系米人においては c:4 alleleと c:2 allele 
でTG値を増加させたO 日系米人の E2群では FIRI値
はTG値と有意な関連が認められなかった。
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8. Pathogenesis of cleft palate in mouse embryos 
exposed to 2,3,7,8・tetrachlorodibenzo・p-dioxin
(TCDD). 
(2, 3, 7, 8四塩化ジベンゾパラジオキシン（TCDD)
曝露マウス匪子の口蓋裂誘発機序）
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2, 3, 7, 8四塩化ジベンゾパラジオキシン（TCDD)
は，マウス胎児に口蓋裂を誘発し，それは口蓋突起内
側縁上皮細胞（MEE〕の細胞死が抑制されるためとさ
れてきた。本研究では，癒合前後の時期の MEEと口
蓋突起問葉細胞の細胞動態を BrdU法， TUNEL法を
用い観察した。また二次口蓋突起の発達の指標として，
挙上させた後の二次口蓋突起聞の距離を測定した。結
果としては，細胞の増殖はむしろ早期に低下している
こと， MEEの細胞死は予定時期にみられることが明
らかにされ，癒合前の TCDD投与群での間葉細胞に
おける BrdU陽性率の低下，および二次口蓋突起間距
離の開離がみられた。これは従来の仮説とは相違して
TCDD投与により二次口蓋突起の発達，挙上が阻害さ
れることを示した。これらの所見から TCDD投与に
